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福山市多文化共生地域連携協議会について
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外国人材活躍推進協議会（雇用部会）について

３．昨年度の取組
外国人材として必要な日本語能力の向上や企業における他の従業員との相互理解、就職に向けた支援及び生活ルールや
文化の理解促進に向けて、外国人材の現状及び課題を把握し、対応策を検討するため、計５回の協議会を開催した。
産業支援機関、教育機関等の委員及びオブザーバーから、次の３つの取組の柱に基づき多角的な意見を聴取し、
課題を整理した。

＜取組の柱＞
①日本語教育の支援
②生活環境の整備
③就労・定着の促進

１．目的

２．構成機関の役割

外国人材が地域で安心して働き、生活し、企業や地域も成⾧できる環境を官民でつくること。

産業支援機関：会員企業の課題把握や普及・啓発及び実践支援
教 育 機 関：留学生の視点や人材育成の観点から情報共有・提案
行 政：議論を施策や支援制度へ反映

４．今年度の取組方針
昨年度整理しためざす姿の実現に向け、協議会を通じて、各企業等の具体的な取組へと繋げていく。



互いを認め合い
多様性を活力に
みんなで創る

多文化共生のまち

1 コミュニケーションを通じて
つながり合うまちづくり

２ 誰もが安心安全に暮らし
続けることができるまちづくり

３ 誰もが活躍できるまちづくり

１ 日本語学習機会の充実

２ 外国人住民に伝わるコミュニケーション手段の普及

３ 相互理解の促進と多文化共生の機運醸成

１ 外国人材の受入れ支援

３ 地域社会への参画と協働

２ 定着促進とキャリア形成支援

４ 海外都市等との国際交流

重点

１ 行政情報等の多言語化の推進

３ オリエンテーションとアウトリーチによる支援

４ こどもの教育機会の確保

５ 子育て・保健・福祉・医療に関する支援

６ 防災、交通安全・防犯の推進

２ 生活相談体制の充実

７ 住まいの確保と就労環境の整備

基本理念 基本方針 施策
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福山市多文化共生推進プラン施策体系

①日本語教育の支援

③就労・定着の促進

②生活環境の整備

①日本語教育の支援

③就労・定着の促進

③就労・定着の促進

重点

重点

重点



○日本語学習に関すること

・日本語を学習できる場が少ない。
・地域日本語教室があることを知らない外国人が多くい
る。（65.1％）
・機会があれば勉強したいと思っている外国人が多くい
る。（18.2％）
・ボランティアの人材が不足している。
・日本語を学ばせたい事業者がある。
・国、県の日本語教育メニューを知らない事業者がある。
・外国にルーツのある児童生徒が増えている。

○地域住民と外国人住民の相互理解に関すること

・外国人住民が増えることについて、不安を感じてい

る地域住民がいる（29.1％）

・地域住民と仲良くなりたい外国人住民が多い
（84.9％）

・外国人住民が日本の文化や生活習慣を理解
しておらず近隣トラブルになることがある

○外国人住民の生活相談・定着等に関すること

・相談窓口があることを知らない外国人住民が多い

（44.0％）

・災害時の避難など、どうすればよいかわからない外
国人住民が多い（18.6％）

・行政からの情報が外国人住民や外国人材を雇用す
る企業に届いていない。

・外国人が地元へ定着していくことが重要。

協議会等で示された課題協議会等で示された課題 2026年度 主な取組2026年度 主な取組

【拡充】日本語初学者への教室拡充（備後圏域）

【拡充】地域日本語教室ボランティア養成講座（備後圏域）

【新規】外国人材を雇用する事業者への学習支援補助
（介護、障がいサービス含めた事業者）

（継続）日本語初期指導教室

（継続）多文化共生地域理解講座

【新規】多文化関連出前講座
（やさしい日本語、生活オリエンテーション）

（継続）企業向け出前講座

【新規】フレンドリーピックまつながカープヂェー

【新規】地域おこし協力隊の活用

（継続）在住外国人生活相談

（継続）外国人相談体制の整備

（継続）多言語サポーター等養成講座

【拡充】外国人市民向け多言語防災講座

（継続）子育て支援通訳ボランティア派遣

【拡充】福山市多文化共生地域連携協議会
（専門家への相談（備後圏域））

（継続）外国人材活躍推進協議会

【新規】大学等向け市内企業バスツアー支援事業補助

（継続）インターンシップ関連経費補助金

（継続）外国人児童生徒等指導体制の運営協議会
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環
境
整
備

日本語で会話ができる
と回答した外国人の割合

2024年度 22.8％
↓

2029年度 40.0％

生活で困ったことがない
と回答した外国人の割合

2024年度 41.9％
↓

2029年度 60.0％

福山市にずっと住み続けたい
と回答した外国人の割合

2024年度 32.0％
↓

2029年度 50.0％

プランKPIプランKPI

福山市多文化共生事業について
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取組の柱① 日本語教育の支援



○日本語学習に関すること

・日本語を学習できる場が少ない。
・地域日本語教室があることを知らない外国人が多くい
る。（65.1％）
・機会があれば勉強したいと思っている外国人が多くい
る。（18.2％）
・ボランティアの人材が不足している。
・日本語を学ばせたい事業者がある。
・国、県の日本語教育メニューを知らない事業者がある。
・外国にルーツのある児童生徒が増えている。

○地域住民と外国人住民の相互理解に関すること

・外国人住民が増えることについて、不安を感じてい

る地域住民がいる（29.1％）

・地域住民と仲良くなりたい外国人住民が多い
（84.9％）

・外国人住民が日本の文化や生活習慣を理解
しておらず近隣トラブルになることがある

○外国人住民の生活相談・定着等に関すること

・相談窓口があることを知らない外国人住民が多い

（44.0％）

・災害時の避難など、どうすればよいかわからない外
国人住民が多い（18.6％）

・行政からの情報が外国人住民や外国人材を雇用す
る企業に届いていない。

・外国人が地元へ定着していくことが重要。

協議会等で示された課題協議会等で示された課題 2026年度 主な取組2026年度 主な取組

【拡充】日本語初学者への教室拡充（備後圏域）

【拡充】地域日本語教室ボランティア養成講座（備後圏域）

【新規】外国人材を雇用する事業者への学習支援補助
（介護、障がいサービス含めた事業者）

（継続）日本語初期指導教室

（継続）多文化共生地域理解講座

【新規】多文化関連出前講座
（やさしい日本語、生活オリエンテーション）

（継続）企業向け出前講座

【新規】フレンドリーピックまつながカープヂェー

【新規】地域おこし協力隊の活用

（継続）在住外国人生活相談

（継続）外国人相談体制の整備

（継続）多言語サポーター等養成講座

【拡充】外国人市民向け多言語防災講座

（継続）子育て支援通訳ボランティア派遣

【拡充】福山市多文化共生地域連携協議会
（専門家への相談（備後圏域））

（継続）外国人材活躍推進協議会

【新規】大学等向け市内企業バスツアー支援事業補助

（継続）インターンシップ関連経費補助金

（継続）外国人児童生徒等指導体制の運営協議会

コ
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日本語で会話ができる
と回答した外国人の割合

2024年度 22.8％
↓

2029年度 40.0％

生活で困ったことがない
と回答した外国人の割合

2024年度 41.9％
↓

2029年度 60.0％

福山市にずっと住み続けたい
と回答した外国人の割合

2024年度 32.0％
↓

2029年度 50.0％

プランKPIプランKPI

福山市多文化共生事業事業について
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今年度の主な関連事業

初期日本語教室 日本語学習支援事業補助金
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雇用部会における重点プロジェクト

企業と地域が日本語を学ぶ機会を支え、外国人材が円滑にコミュニケーションを取り、安全・安心に働き、
暮らすことができている

○外国人材が、働きながら継続的に日本語を学べる
○業務上の指示や安全ルールを理解し、自ら質問・相談できる
○企業が日本語教育を本人任せにせず、人材育成の一環として支援している
○単独での実施が難しい企業も、企業間や教育機関との連携により学習機会を提供できる
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取組の柱② 生活環境の整備



○日本語学習に関すること

・日本語を学習できる場が少ない。
・地域日本語教室があることを知らない外国人が多くい
る。（65.1％）
・機会があれば勉強したいと思っている外国人が多くい
る。（18.2％）
・ボランティアの人材が不足している。
・日本語を学ばせたい事業者がある。
・国、県の日本語教育メニューを知らない事業者がある。
・外国にルーツのある児童生徒が増えている。

○地域住民と外国人住民の相互理解に関すること

・外国人住民が増えることについて、不安を感じてい

る地域住民がいる（29.1％）

・地域住民と仲良くなりたい外国人住民が多い
（84.9％）

・外国人住民が日本の文化や生活習慣を理解
しておらず近隣トラブルになることがある

○外国人住民の生活相談・定着等に関すること

・相談窓口があることを知らない外国人住民が多い

（44.0％）

・災害時の避難など、どうすればよいかわからない外
国人住民が多い（18.6％）

・行政からの情報が外国人住民や外国人材を雇用す
る企業に届いていない。

・外国人が地元へ定着していくことが重要。

協議会等で示された課題協議会等で示された課題 2026年度 主な取組2026年度 主な取組

【拡充】日本語初学者への教室拡充（備後圏域）

【拡充】地域日本語教室ボランティア養成講座（備後圏域）

【新規】外国人材を雇用する事業者への学習支援補助
（介護、障がいサービス含めた事業者）

（継続）日本語初期指導教室

（継続）多文化共生地域理解講座

【新規】多文化関連出前講座
（やさしい日本語、生活オリエンテーション）

（継続）企業向け出前講座

【新規】フレンドリーピックまつながカープヂェー

【新規】地域おこし協力隊の活用

（継続）在住外国人生活相談

（継続）外国人相談体制の整備

（継続）多言語サポーター等養成講座

【拡充】外国人市民向け多言語防災講座

（継続）子育て支援通訳ボランティア派遣

【拡充】福山市多文化共生地域連携協議会
（専門家への相談（備後圏域））

（継続）外国人材活躍推進協議会

【新規】大学等向け市内企業バスツアー支援事業補助

（継続）インターンシップ関連経費補助金

（継続）外国人児童生徒等指導体制の運営協議会
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日本語で会話ができる
と回答した外国人の割合

2024年度 22.8％
↓

2029年度 40.0％

生活で困ったことがない
と回答した外国人の割合

2024年度 41.9％
↓

2029年度 60.0％

福山市にずっと住み続けたい
と回答した外国人の割合

2024年度 32.0％
↓

2029年度 50.0％

プランKPIプランKPI

福山市多文化共生事業事業について
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今年度の主な関連事業

多文化共生出前講座
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雇用部会における重点プロジェクト

企業、支援機関、地域が連携して暮らしを支え、外国人材が孤立することなく、地域の一員として
安心して生活できている

○必要な情報が届いている
・住居、医療、防災、子育て、行政手続などの情報を理解できる形で得られる
・企業や登録支援機関だけに頼らず、本人が必要な支援先を知っている

○相談できる
・困り事が生じたとき、身近に相談できる人や窓口がある
・相談内容に応じて、行政、企業、支援機関、専門機関につながる
・相談窓口を設置しているだけでなく、外国人材に認知・利用されている

○地域とのつながりがある
・地域行事や交流活動に参加できる
・外国人材と地域住民が互いの文化や生活習慣を理解している
・会社と住居の往復だけにならず、地域内に人間関係を築けている
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取組の柱③ 就労・定着の促進



○日本語学習に関すること

・日本語を学習できる場が少ない。
・地域日本語教室があることを知らない外国人が多くい
る。（65.1％）
・機会があれば勉強したいと思っている外国人が多くい
る。（18.2％）
・ボランティアの人材が不足している。
・日本語を学ばせたい事業者がある。
・国、県の日本語教育メニューを知らない事業者がある。
・外国にルーツのある児童生徒が増えている。

○地域住民と外国人住民の相互理解に関すること

・外国人住民が増えることについて、不安を感じてい

る地域住民がいる（29.1％）

・地域住民と仲良くなりたい外国人住民が多い
（84.9％）

・外国人住民が日本の文化や生活習慣を理解
しておらず近隣トラブルになることがある

○外国人住民の生活相談・定着等に関すること

・相談窓口があることを知らない外国人住民が多い

（44.0％）

・災害時の避難など、どうすればよいかわからない外
国人住民が多い（18.6％）

・行政からの情報が外国人住民や外国人材を雇用す
る企業に届いていない。

・外国人が地元へ定着していくことが重要。

協議会等で示された課題協議会等で示された課題 2026年度 主な取組2026年度 主な取組

【拡充】日本語初学者への教室拡充（備後圏域）

【拡充】地域日本語教室ボランティア養成講座（備後圏域）

【新規】外国人材を雇用する事業者への学習支援補助
（介護、障がいサービス含めた事業者）

（継続）日本語初期指導教室

（継続）多文化共生地域理解講座

【新規】多文化関連出前講座
（やさしい日本語、生活オリエンテーション）

（継続）企業向け出前講座

【新規】フレンドリーピックまつながカープヂェー

【新規】地域おこし協力隊の活用

（継続）在住外国人生活相談

（継続）外国人相談体制の整備

（継続）多言語サポーター等養成講座

【拡充】外国人市民向け多言語防災講座

（継続）子育て支援通訳ボランティア派遣

【拡充】福山市多文化共生地域連携協議会
（専門家への相談（備後圏域））

（継続）外国人材活躍推進協議会

【新規】大学等向け市内企業バスツアー支援事業補助

（継続）インターンシップ関連経費補助金

（継続）外国人児童生徒等指導体制の運営協議会
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日本語で会話ができる
と回答した外国人の割合

2024年度 22.8％
↓

2029年度 40.0％

生活で困ったことがない
と回答した外国人の割合

2024年度 41.9％
↓

2029年度 60.0％

福山市にずっと住み続けたい
と回答した外国人の割合

2024年度 32.0％
↓

2029年度 50.0％

プランKPIプランKPI

福山市多文化共生事業事業について
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今年度の主な関連事業

インターンシップ関連経費補助金 キャリア教育支援事業補助金（企業見学バスツアー補助）
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雇用部会における重点プロジェクト

企業が外国人材を共に成⾧する人材として受け入れ、外国人材が能力を発揮し、キャリアを形成しながら
市内企業で活躍・定着できている

○外国人材に選ばれる企業になっている
・企業が外国人材を採用する目的や受入れ方針を明確にしている
・経営者や日本人社員が異文化を理解し、円滑に協働できる
・業務内容、労働条件、キャリアの見通しが分かりやすく示されている

○外国人材と企業が出会えている
・留学生や高度外国人材が市内企業を知る機会がある
・インターンシップ、企業見学、交流会などを通じて相互理解が進んでいる
・企業が必要とする能力と、外国人材の専門性や希望が適切に結び付いている

○働き続け、成⾧できている
・外国人材が単なる労働力ではなく、企業を支える人材として育成されている
・能力や経験に応じた仕事、評価、昇進、キャリア形成の機会がある
・職場で相談や意見表明ができ、能力を発揮できている
・外国人材が市内企業で働き続けたいと感じている

○企業が連携して課題を解決している
・外国人材を雇用する企業同士が、受入れや定着の課題・好事例を共有している
・商工団体、大学、行政、監理団体等が企業の課題に応じて支援している
・個社では難しい研修や交流、相談対応を共同で実施している


